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研究成果の概要（和文）：本研究では子どもを含めた家族のウェルビーイングを，多面的，縦断的な研究デザイ
ンを用いて検証することを目的とし，共同養育と夫婦間コーピング，両親間関係と子どもの情動反応に焦点を当
て，家族全体のウェルビーイングにどのように関連するのか，検証してきた。本研究の結果から，発達精神病理
学的研究の一般的傾向と同様，関係性の否定的な側面のほうが，子どものメンタルヘルスを予測しうること，ま
た両親間葛藤に子どもが関与することは子どものメンタルヘルスにネガティブな影響を及ぼすとされてきたが，
一概にネガティブな要素を持つのではなく，子どもの気質や両親の関係性によって関連が異なることが示唆され
た。

研究成果の概要（英文）：The goal of this research was to examine the interacting family wellbeing 
using multi-informant longitudinal design. Using coparenting quality, dyadic coping, and children’s
 emotional reactivity during interparental conflicts as explaining variables, I examined how they 
were related to the family relationship adaptation and family members’ mental health. One of the 
main results of this study was the negative relationship quality would predict children’s outcome 
better, as in the same line with the developmental psychopathological studies. Although several 
studies had shown the negative relationship between children’s involving in interparental conflicts
 and their negative outcomes, this study suggested that the relationship might be moderated by 
children’s temperament and parental relationship quality.

研究分野：発達心理学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は，夫婦の関係性における肯定的・否定的側面の両方に焦点を当てて，これを軸とした子ど
もを含む家族全体のウェルビーイングについて検証したことである。これによって，夫婦関係，母子関係，父子
関係，といった二者関係にとどまらず，二者の関係性が家族内のその他の関係性へどのように関連するかを検証
することができた。社会的意義としては，両親間葛藤に子どもが関与することが子どもの不適応に直結するので
はなく，子どもの気質や両親関係の質によって調整される可能性が示されたことである。両親間の建設的葛藤と
子どものコーピングが，家族の適応を促進する可能性を検証していくことの有用性を示すものと考える。



１．研究開始当初の背景 
近年，夫婦関係の質と子どものメンタルヘルスとの関連について，我が国でも心理学的な研究
が行われるようになっているが（e.g. 川島，2008），いずれも自記入式アンケート調査を用いた
研究である。一方，欧米を中心として発展してきている発達精神病理学的研究では，こうした自
記入式アンケート調査のみではなく，観察，実験，面接，生理学的指標や遺伝子解析を含めた多
面的かつ複合的な研究（マルチレベルモデリング）が求められるようになってきており，特に発
達精神病理学的研究から得られた知見を国際的に発信していくためには，こうした手法が必要
不可欠なものとなりつつある。したがって，我が国の心理学的研究においても，多側面的な指標
を用いて縦断的な調査を行っていくことがますます重要になってきている。 
２．研究の目的 
 夫婦関係の質と，子どもを含めた家族のウェルビーイングに関する研究は，我が国においても
漸増しているが（e.g. 川島，2008），我が国における研究には，発達精神病理学的アプローチに
おいて不可欠な，多側面的，かつ縦断的な研究デザインがまだ不足している。そこで，本研究で
は，我が国の家族関係研究において一般的な質問紙法に加え，観察法と生理学的指標を用いたア
プローチを用いて，我が国ではまだほとんど検討されていない「共同養育 coparenting」という
観点から，夫婦関係の質が子どもを含めた家族のウェルビーイングにどのように関連するのか，
について検討することを目的とする。 
３．研究の方法 
 すでに研究協力者として登録されているサンプル（千葉大学 DADDY プロジェクト参加者，
119 家族）を対象として，縦断的調査を行った。質問紙調査では，共同養育と夫婦間サポート，
性役割観と結婚観を含む，家族関係と個人のメンタルヘルス，属性変数などについて尋ねた。観
察調査においては，三者の相互作用の評定と相互作用中の生理学的指標（顔面温度）を測定した。 
４．研究成果 
(1) 共同養育(coparenting) 
両親の夫婦関係の質（夫婦愛情関係と夫婦間の否定的なイベント（Relationship 

Attribution Measure の刺激文の体験頻度）と観察された両親の養育行動（Triadic 
Coordination Scales, Westerman, 1991）との関連を家庭観察に応じた 22家庭に対して実施
した。その結果，観察された，パートナーの子どもに対する行動への同意と非同意によって示
される共同養育の質は，日常における夫婦愛情関係やパートナーによる否定的行動体験の頻度
と関連していることが示唆された（表 1）。具体的には，日ごろの夫婦関係の良さと，母親によ
る父親の養育行動への同意の多さに関連がみられ，日ごろの夫婦間でのネガティブな体験は，
父母のパートナーの養育行動への同意の少なさ，非同意の多さと関連していた（表 1）。夫婦間
の感情や情動が親子関係に持ち越されることをスピルオーバーと呼ぶが，幼児期における子ど
もの養育行動に対するスピルオーバーは先行研究では確認されなかった（川島，2008）。しかし
ながら，本研究の結果，共同養育行動の質に対してはスピルオーバーがみられる可能性が示さ
れ，今後，夫婦間の肯定的・否定的な関係性がどのような道筋で幼児期の子どもに影響を及ぼ
しているのかを検討する際に，共同養育の質を考慮に入れることの有用性が示唆された。 
(2) 夫婦間サポート(Dyadic Coping) 
本研究では，夫婦間葛藤のみならず，個人の抱える葛藤を夫婦でどのように対処するかと

いう夫婦間コーピングに着目し，夫婦間コーピングを測定する尺度（Dyadic Coping Inventory, 
Bodenmann, 2008）を原著者の許可を得て邦訳，検討し，子どもの情緒的安定性との関連を検
討することを目的とした。 

表 1 父親と母親によるパートナーの子どもに対する行動への同意行動と日常の夫婦関係指標との関連 
 

Fa Mo  
Agreement Disagreement Agreement disagreement 

Marital intimacy 
Mo evaluation .21 -.42+ .56* -.12 
Fa evaluation .21 -.22 .24 -.10 

Negative marital events 
Mo evaluation -.52* .31 -.50* .51* 
Fa evaluation -.59* .33 -.30 .03 
Note. p* < .05, p† < .10, n = 22. 
 
成人男女を対象としたオンライン調査の結果（男性 121 名，女性 130 名，平均年齢 36.0

（21-49）歳），夫婦間コーピング尺度の信頼性係数αは尺度全体で.93 であり，一部下位尺度を
除き，十分な内的整合性が確認された（下位尺度は，.51-.93，下位次元では.81-.95）。夫婦間
コーピングは夫婦のメンタルヘルス（抑うつ状態）と関連していることが示され，特に否定的な
コーピング（問題を抱えているときにパートナーがサポートの提供を嫌がったり，重要な問題だ
と扱わなかったりする等）と抑うつとの関連が夫・妻ともに一貫して確認された。 



回答者のうち，小学生以下の子どもと同居している 122 名（男性 58名，女性 64名）を対
象に，夫婦間葛藤時の子どもの情動反応に関する尺度（Security in the Inter-parental 
Subsystem Scale (SIMS-PR, Davies et al, 2002, 28 項目, 5 件法)）への回答を求めた。WEB
調査の構造上，全項目に『分からない・そのような状況がない』という選択肢を設けたところ，
当該尺度について全体の 75％以上にあたる 93 名が 1 度以上，『分からない・そのような状況が
ない』を選択した。1項目以上で選択した対象者にその理由を尋ねる項目を用意した結果が図１
である。「意見の不一致がない」，「話し合うことがない」とした人が 35％に及び，「子どものい
ないところで話す」を含めると 8 割が子どもの前でささいな言い争いや不機嫌な状態にさえな
っていない，と回答していることが示される（本調査においては，夫婦間葛藤を「夫婦間の意見
の食い違いについての話し合いや意見が合わなくていらいらしたり不機嫌になったりしている
とき」と定義した）。この調査結果は，これまで実施してきた子どもを対象とした調査と食い違
うものであり，我が国では，子どもの前での夫婦間葛藤は，他者には隠すべき「社会的に望まし
くないもの」として捉えられているということを示唆する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1．夫婦間葛藤時の子どもの行動について「わからない・そのような状況がない」とした人の回答理由
（n =93） 
 
(3) 夫婦関係と子どもの情動反応 
 父親の養育行動関連要因を検討する『DADDY プロジェクト（中澤, 2011）』に登録された，幼
児を持つ家族 119 組（男児 56 名, 女児 60 名, 不明 3 名）を対象とした短期縦断調査データ
を用いて交差時差分析し，両親の夫婦間葛藤，両親の夫婦間葛藤時の子どもの情緒安定性，子ど
もの通常時の否定的感情の強さとの関連を検討した（図 2・3）。その結果，子どもの気質として
の否定的感情の強さと両親間の葛藤，葛藤時の反応は評定者，評定時点によって異なることが示
唆された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2．母親評定による子どもの否定的感情と葛藤時の情動反応との関連（有意なパスを太線で表す） 
 

χ2(9) = 20.66, p=.014,  CFI=.826, RMSEA=.105 
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図 3. 父親評定による子どもの否定的感情と葛藤時の情動反応との関連（太線は有意なパス） 
 
 子どもの問題行動について検証したところ，両親間葛藤に対する子どもの介入行動が，両親間
葛藤時の子どもの情緒不安と関連する可能性が示されたため，探索的に子どもの問題行動（両親
評定平均（SDQ））を従属変数，夫婦間葛藤時の子どもの介入行動および情緒不安をそれぞれ高低
2群に分けた二つの独立変数を作成した分散分析を行った。その結果，介入行動の高低による有
意な主効果，ならびに，情緒不安の有意傾向水準の主効果，そして，同じく有意傾向水準ではあ
るが交互作用を有する可能性が示唆された（順に，F (1, 63) = 4.44, p < .05, F (1, 63) = 
3.72, 3.14, p < .10，図 4）。 
 

図 4. 子どもによる両親間葛藤時の反応と子どもの問題行動指標（SDQ）との関連 
 
本研究の結果からは，子どもが両親の夫婦間葛藤に介入することは子どもの問題行動の少な
さと関連していたが，特に，葛藤時に情緒不安定になる子どもにおいて，その効果が強い可能性
が示された。このことから，子どもの両親間葛藤への介入がもたらす影響は一様ではないことが
確認され，我が国の実態に応じた家族関係としての適応を検討していく必要性が示唆された。 
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